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永平寺BVスポーツ少年団

新年議長挨拶
幼児園・幼稚園施設再編計画
そこが聞きたい! 議員13人が一般質問

議会と語ろう会 10月23・２4・25日実施
【ダイジェスト版】
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江
　
守
　
　
　
勲

永
平
寺
町
議
会
議
長

幼
児
園・幼
稚
園
施
設
再
編
計
画

幼
児
園・幼
稚
園
施
設
再
編
計
画

幼児園・幼稚園の１クラスの適正人数
永平寺町の幼児園・幼稚園の３歳児以上の同年齢の１クラスの園
児数は20人程度が適正。

幼児園・幼稚園の運営のあり方
①幼児園・幼稚園の保育士・教諭等の働き方
　正規職員の確保と効率的な配置等についての検討が必要。
②公立・民間として運営
　民間による運営は公立では難しい多様なサービス展開が期待で
　き、保護者の選択肢の一つとして検討も必要。
③地域の子育て支援拠点としての運営
　今後、地域における子育て支援を行う機能を備えた「認定こど
　も園」という選択肢も含めて検討が必要。

新年挨拶新年挨拶
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
議
会
活
動
に
対
し
、
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
子
年
は
、
未
来
へ
向
か
っ
て
何
か
が
育

ち
始
め
る
年
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
昨
年
７
月
に
「
永
平
寺
町

立
在
宅
訪
問
診
療
所
」
が
完
成
し
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む

中
で
、
診
療
所
と
地
域
が
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る

た
め
の
体
制
づ
く
り
を
行
う
う
え
で
、
医

療
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
地
域
医
療
の
進
展
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
永
平
寺
参
ろ
ー
ど
で
長
期
間
に
亘

り
行
わ
れ
た
「
自
動
走
行
実
証
実
験
」の
ほ

か
、永
平
寺
北
地
区
と
鳴
鹿・山
鹿
地
区
に
お

い
て
は
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
住
民
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
試
走
運
行

を
行
う
「
近
助
タ
ク
シ
ー
」が
、11
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
年
号
が
令
和
に
変

わ
っ
た
節
目
の
年
に
相
応
し
く
、永
平
寺
町
の

新
た
な
発
展
、
活
性
化
に
向
け
た
一
年
で
し

た
。
本
年
は
、
自
動
走
行
や
近
助
タ
ク
シ
ー

の
実
用
化
に
向
け
た
新
た
な
展
開
の
年
と
な

り
、子
年
に
相
応
し
い
更
に
飛
躍
す
る
年
に
な

り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
聖
火
は
、全
国
各
地
を
リ

レ
ー
で
巡
り
ま
す
。
永
平
寺
町
に
お
い
て
は
、

大
本
山
永
平
寺
周
辺
で
聖
火
リ
レ
ー
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、２
０
２
３
年
の
北
陸
新
幹

線
敦
賀
開
業
を
契
機
に
、
海
外
か
ら
当
町
に

訪
れ
る
観
光
客
に
対
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
、
留
学
生
や
就
労
者
等
の
外
国
人
向
け
の

対
応
も
益
々
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
議
会
と

致
し
ま
し
て
も
「
行
動（
考
え
動
く
）す
る
議

会
」と
し
て
、政
策
立
案
に
注
力
し
、独
自
性

と
継
続
性
あ
る
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
、

議
員
一
人
ひ
と
り
が
、意
欲・こ
だ
わ
り
、継
続

の
意
思
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、町
行
政
と
の
協

働
を
し
な
が
ら
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
よ
り
一
層
の
温
か
い
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、
本
年
が
輝
か
し
く
実
り
多
き
一

年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
　
元
旦

　平成31年３月「幼児園・幼稚園施設再編検討委員会」から、再編について
の答申が提出されました。その答申に基づき町は、幼児園・幼稚園施設再編計
画の策定に取りかかりました。その中間報告が議会に提出されたので、議会は
「幼児園・幼稚園再編研究会」を立ち上げ、現在研究しているところです。
　今回の特集は、その内容と効果等について一部掲載いたしました。ご意見等
ございましたら議会事務局までご連絡ください。

答
申
内
容（
抜
粋
）

■幼児園・幼稚園再編計画パターン（検討中のため決まったものではありません）
上志比永　平　寺松　　　　　　　岡

松　岡
幼稚園

松岡東
幼児園

松岡西
幼児園

なかよし
幼児園

吉　野
幼稚園

御　陵
幼児園

志　比
幼児園

志比南
幼児園

志比北
幼児園

上志比
幼児園

地　　　区

■財政面（令和２年度推計）

現 行
パターン１（７園）
パターン２（６園）
パターン３（５園）

26,812
23,612
21,070
19,977

11,395
6,540
6,540
6,540

5,478
5,478
5,478
5,478

425,942
414,611
411,779
408,946

469,627
450,241
444,867
440,941

松　　　岡 永　平　寺 上　志　比
運　　営　・　管　理　費 人　件　費 合　　　計

（単位:千円）

■保育士数（令和２年度推計）

現 行
パターン１（７園）
パターン２（６園）
パターン３（５園）

59
58
57
56

松　　　岡
17
14
14
14

永　平　寺
9
9
9
9

上　志　比
85
81
80
79

合　　　計
（単位:人）

■将来入園児数の推移

０歳児
１歳児
２歳児
３歳児
４歳児
５歳児
計

34
57
73
90
104
92
450

松　　　岡
2015
(H27)

41
66
85
85
79
90
446

2020
(R2)

38
64
79
86
88
89
444

2025
(R7)

37
60
76
83
85
85
426

2030
(R12)

10
20
30
38
43
33
174

永　平　寺
2015
(H27)

6
16
18
29
18
32
119

2020
(R2)

5
13
15
17
19
20
89

2025
(R7)

4
10
14
16
16
17
77

2030
(R12)

7
14
16
24
20
26
107

上　志　比
2015
(H27)

7
8
12
15
10
20
72

2020
(R2)

6
8
10
12
13
14
63

2025
(R7)

5
6
8
10
11
13
53

2030
(R12)

（単位:人）

現　行（10園）

そのまま３園を１園にそのままそのままそのままそのまま２園を１園にパターン１（７園）

そのまま３園を１園にそのままそのままそのまま３園を１園に

３園を１園に

パターン２（６園）

そのまま３園を１園にそのまま２園を１園にパターン３（５園）
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令和元年 第３回定例会報告（10月15日以降分）令和元年 第３回定例会報告（10月15日以降分） 議長　江  守　 勲
　令和元年第３回定例会での審議内容については、前号（56号）で途中経過をお知らせしましたが、
それ以降、10月15日（火）・17日（木）・21日（月）に第1審議、29日（火）に第２審議、30日（水）に第３審議を
行い、可決した議案は下記のとおりです。

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等３件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（江守勲）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 奥野 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第37号 反 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

第３回定例会議案

　
　
　
　
反
対
討
論
　
金
元
　
直
栄

　
一
般
会
計
決
算
：
幼
・
保
の
統
廃
合
問
題
で

検
討
委
員
会
答
申
を
基
に
進
め
る
と
い
う
が
、

対
象
地
域
の
振
興
策
も
な
く
、
公
約
の
地
域
振

興
組
織
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
指
定
管
理
の
あ

り
方
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
も
見
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
反
対
。
国
保
事
業
特
別
会
計
決
算
：
県

一
本
化
の
中
、
国
か
ら
の
支
援
が
あ
る
。
国
保

税
引
き
上
げ
は
反
対
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
決
算
：
低
所
得
者
の
軽
減
率
が
変
更
さ
れ

負
担
増
と
な
っ
て
お
り
反
対
。
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
：
基
金
が
あ
る
中
の
保
険
料
引
き
上

げ
や
軽
度
者
切
り
も
あ
り
反
対
。
以
上
議
案
37

号
認
定
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
賛
成
討
論
　
中
村
勘
太
郎

　
現
地
視
察
、
第
１
審
議
、
第
２
審
議
と
計
５

日
間
十
分
審
議
を
し
た
。
特
に
、
Ｈ
29
年
度
か

ら
の
継
続
事
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
事
業
の
進
捗
と

今
後
の
展
開
、
Ｈ
30
年
度
か
ら
の
住
ま
い
る
定

住
応
援
事
業
の
成
果
見
直
し
、
特
定
健
康
審
査

事
業
の
受
診
率
や
健
康
福
祉
施
設
費
の
指
定
管

理
料
等
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
、
成
果
判
定
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
適
切
に
設
定
し
一
層
の
実
績
把
握
に

努
め
る
こ
と
、
事
業
実
施
に
於
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
徹
底
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
導
入
取
り
組

み
か
ら
具
体
的
な
実
用
化
促
進
等
の
提
言
を
、

次
期
予
算
に
反
映
し
て
頂
く
こ
と
を
申
し
上

げ
、
認
定
に
賛
成
す
る
。

議案第53号
救助工作車購入の変更契約締結について 可決
議案第54号
永平寺町森林環境譲与税基金条例の制定について 可決

議案第３７号
平成３０年度一般会計および特別会計の決算認定について 認定
議案第３８号
平成３０年度上水道事業会計の剰余金処分および決算認定について 認定

令和元年 第４回定例会報告令和元年 第４回定例会報告 議長　江  守　 勲
　令和元年第４回永平寺町議会定例会は、12月２日（月）から12月18日（水）まで17日間開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等７件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（江守勲）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 奥野 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 議案第61号 反 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 議案第63号 反 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛
 請願第１号 賛 賛 反 賛 賛 反 反 反 賛 反 反 反 反

第４回定例会議案
議案第60号
令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算について 可決
議案第61号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第62号
附属機関設置条例の制定について 可決
議案第63号　地方公務員法および地方自治法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 可決
請願第１号　全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の
実行を求める意見書提出に関する請願 不採択

議案第55号
令和元年度一般会計補正予算について 可決
議案第56号
令和元年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第57号
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第58号
令和元年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第59号
令和元年度下水道事業特別会計補正予算について 可決

主
な
質
疑
応
答

平
成
30
年
度
決
算
審
議
　
第
１
審
議

◆
総
務
課

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
料
、

　
60
才
以
上
高
齢
者
は
無
料
、
義
務
教

　
育
の
小
中
学
生
は
無
料
に
な
ら
な
い

　
か
。

答
　
60
才
以
上
の
高
齢
者
は
原
則
無
料

　
で
利
用
者
は
伸
び
て
い
る
。
小
中
学

　
生
の
半
額
制
度
は
現
時
点
で
変
更
の

　
予
定
は
な
く
、
現
状
で
行
き
た
い
。

問
　
空
き
家
等
解
体
実
績
と
今
後
の
見

　
通
し
、
通
学
路
の
危
険
空
き
家
は
何

　
件
あ
り
、
何
件
対
応
完
了
か
。

答
　
空
き
家
解
体
実
績
は
５
件
。
空
き

　
家
は
今
後
増
加
す
る
と
予
想
す
る
が
、

　
所
有
者
の
負
担
も
あ
り
、
解
体
が
そ

　
れ
に
応
じ
て
急
増
す
る
と
は
考
え
に

　
く
い
。
通
学
路
の
危
険
空
き
家
は
５

　
件
認
知
し
て
お
り
、
内
１
件
を
30
年

　
度
に
解
体
撤
去
し
た
。

◆
財
政
課

問
　
地
方
債
残
高
推
移
の
方
向
性
は
。

答
　
Ｈ
30
年
度
地
方
債
借
り
入
れ
は
７

　
億
２
千
万
円
。
既
往
債
Ｒ
元
年
度
期

　
首
残
高
は
約
93
億
円
、
年
間
元
利
償

　
還
額
は
約
８
億
円
。
未
償
還
残
高
を

　
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
年
間
借
入
額

　
は
Ｈ
30
年
度
程
度
に
抑
制
を
図
り
た

　
い
。

問
　
基
金
残
40
億
円
、
こ
の
額
を
ど
う

　
見
る
か
。

答
　
県
内
８
町
の
基
金
残
平
均
は
53
・

　
７
億
、
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
は

　
本
町
64
・
２
に
対
し
、
県
内
８
町
の

　
平
均
は
１
３
６
％
で
、
他
の
町
に
比

　
べ
て
低
い
。
基
金
運
用
に
つ
い
て
は

　
Ｈ
29
年
度
に
施
設
維
持
や
町
立
診
療

　
所
等
の
建
設
事
業
財
源
と
し
て
活
用

　
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
特
定

　
目
的
基
金
へ
一
部
振
替
を
し
た
。

◆
総
合
政
策
課

問
　
住
ま
い
る
定
住
応
援
事
業
の
実
績

　
40
件
は
昨
年
よ
り
減
、
ど
う
捉
え
て

　
い
る
か
。

答
　
Ｈ
30
年
度
実
績
が
前
年
度
比
減
と

　
な
っ
た
の
は
制
度
が
改
正
さ
れ
た
影

　
響
か
と
考
え
る
。
Ｒ
元
年
度
で
は
上

　
半
期
で
29
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

　
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
Ｈ
29
年
度
と

　
同
等
か
、
そ
れ
を
上
回
る
可
能
性
も

　
あ
る
。

◆
住
民
生
活
課

問
　
特
定
健
診
の
受
診
率
は
目
標
40
％

　
に
対
し
38
・
１
％
、
受
診
率
向
上
策

　
は
。

答
　
福
祉
保
健
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・

　
健
康
活
動
団
体
・
保
健
推
進
委
員
・

　
商
工
会
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
と
も
連
携
・
協
力
し
受
診
率
向
上
に

　
向
け
取
り
組
む
。
特
定
健
診
に
つ
い

　
て
は
県
内
で
唯
一
全
て
の
被
保
険
者

　
が
無
料
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
も
こ

　
の
形
態
で
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
健
康
福
祉
施
設
の
決
算
書
を
示
さ

　
れ
た
い
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
、
リ

　
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
は
。

答
　
決
算
書
は
お
配
り
し
た
。
モ
ニ
タ

　
リ
ン
グ
は
来
年
度
中
に
は
実
施
し
た

　
い
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
健
康
福
祉
施

　
設
で
行
く
の
か
誘
客
施
設
で
行
く
の

　
か
、施
設
的
な
面
積
の
上
限
が
あ
り
、

　
見
極
め
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

平
成
30
年
度
決
算
審
議
　
第
２
審
議

◆
総
合
政
策
課

問
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
事
業
、
長
野
県
小
海

　
町
で
は
庁
内
に
Ｐ
Ｊ
チ
ー
ム
を
つ
く

　
り
企
業
に
営
業
に
出
て
い
る
。
１
件

　
の
実
績
を
つ
く
れ
ば
弾
み
が
つ
く
の

　
で
は
と
思
う
。
計
画
期
間
を
区
切
っ

　
て
実
績
数
値
を
出
し
て
欲
し
い
。

答
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
の
拠
点
と
し
て
、
永

　
平
寺
町
の
持
っ
て
い
る
値
打
ち
や
強

　
み
を
感
じ
さ
せ
る
施
設
と
し
て
Ｐ
Ｒ

　
し
て
い
く
。

問
　
え
い
へ
い
じ
産
学
官
連
携
プ
ラ
ッ

　
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業
に
於
け
る
え

　
い
坊
く
ん
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

　
の
決
算
と
運
営
は
。

答
　
（
決
算
書
配
布
）
え
い
坊
く
ん
の

　
ま
ち
づ
く
り
㈱
（
単
位
は
百
万
円
）

　
当
期
純
利
益
11
・
６
、
総
資
産
24
・

　
４
、純
資
産
17・７（
資
本
金
5.7
）。主
な

平
成
30
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
37
号

議
案
第
37
号

　
事
業
①
禅
の
里
笑
来
運
営
事
業
永
平
寺
町
Ｉ
ｏ

　
Ｔ
推
進
ラ
ボ
運
営
事
務
「
永
平
寺
参
ろ
ー
ど
」

　
自
動
走
行
実
用
化
研
究
事
業
等
を
受
託
。①
禅

　
の
里
笑
来
の
Ｈ
30
年
度
収
支
内
容
：
純
売
上
高

　
6.4
、
当
期
純
利
益
２
。
Ｒ
元
年
度
上
半
期
実
績

　
は
稼
働
日
数
・
稼
働
率
・
宿
泊
人
数
共
に
Ｈ
30

　
年
度
実
績
の
2.4
倍
。
今
後
の
展
開
：
観
光
農
園

　
の
事
業
化
調
査
検
討
、
体
験
型
観
光
商
品
の
開

　
発
等
を
計
画
し
て
い
る
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
検
討
委
員
会
答
申
で
は
３
歳
児
以
上
１
ク
ラ

　
ス
20
人
程
度
が
良
い
と
言
う
が
、
実
態
は
。
保

　
育
の
質
の
確
保
こ
そ
が
必
要
だ
。

答
　
検
討
委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
の
中
で
、
50
人

　
以
下
の
園
・
50
〜
80
人
の
園
・
１
０
０
人
以
上

　
の
園
の
３
パ
タ
ー
ン
で
、
実
態
を
踏
ま
え
て
そ

　
れ
ぞ
れ
の
検
討
委
員
の
中
で
検
討
し
た
。ま
た
、町

　
外
施
設
の
視
察
も
踏
ま
え
て
、
子
ど
も
の
発
達

　
の
た
め
に
は
20
人
程
度
が
良
い
と
い
う
答
申
の

　
結
果
で
あ
り
、
子
ど
も
の
発
達
に
必
要
な
保
育

　
の
質
の
確
保
を
見
据
え
た
結
果
で
あ
る
。

◆
商
工
観
光
課

問
　
越
前
加
賀
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
機
構
負
担
金

　
は
い
つ
ま
で
か
。
費
用
効
果
は
。

答
　
Ｒ
３
年
度
以
降
も
継
続
す
る
か
は
今
５
市
町

　
で
協
議
し
て
い
る
。
た
だ
、
単
独
市
町
で
パ
ン

　
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
に
し
て
も
内
容
的
に
は
薄
く

　
な
り
、
広
域
的
に
言
語
別
に
作
れ
る
な
ど
魅
力

　
が
あ
る
。
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
北
陸
新
幹

　
線
延
伸
や
、
関
西
万
博
計
画
も
あ
る
中
、
や
は

　
り
広
域
的
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
に
よ
る
費
用

　
対
効
果
も
あ
る
と
考
え
る
。
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5,1265,126

12
月
補
正
予
算
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
62
号
　
附
属
機
関
設
置
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
　
第
１
審
議

問
　
政
治
倫
理
や
町
の
仕
事
を
受
け
る
民
間
業
者
に
つ
い

　
て
の
管
理
機
能
強
化
は
。

答
　
町
が
従
来
規
則
・
要
綱
等
に
基
づ
き
設
置
し
て
い
た

　
委
員
お
よ
び
委
員
会
の
構
成
委
員
等
に
つ
い
て
、
地
方

　
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
特
別
職
の
任
用
が
厳
格

　
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
条
例
に
よ
る
根
拠
づ
け
が
必
要

　
と
な
る
こ
と
か
ら
、
附
属
機
関
設
置
条
例
を
制
定
す
る

　
も
の
。
政
治
倫
理
に
関
し
て
は
兼
業
禁
止
お
よ
び
政
治

　
倫
理
条
例
に
よ
り
す
で
に
特
別
職
の
位
置
づ
け
。民
間
業
者

　
の
扱
い
に
つ
い
て
は
所
管
課
の
中
で
厳
格
化
。

特別会計補正予算

万
円
万
円

国民健康保険歳入歳出
Ｈ30年度交付金負担金清算返還436436 万

円
万
円

後期高齢者医療歳入歳出
Ｈ30年度事業費補助金清算返還 2727

万
円
万
円

介護保険歳入歳出
第8期介護保険事業計画策定他 359359 万

円
万
円

下水道事業歳入歳出
公共桝設置工事費189万円他 205205

万
円
万
円

農業集落排水事業歳入歳出
公共桝設置工事費126万円他 109109

令和元年度
12月補正予算審議報告
令和元年度
12月補正予算審議報告

総務費（人件費）総務費（人件費）
【主な項目】

一般会計補正予算　歳入歳出
万
円
万
円総額総額

ＩoＴ推進拠点化のため、旧傘松閣に備品購入

地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
63
号

議
案
第
63
号 万

円
万
円

ＩｏＴ推進事業ＩｏＴ推進事業 500500 万
円
万
円

計画件数を超える追加申請に対応住まいる定住応援事業住まいる定住応援事業 602602 万
円
万
円

野生イノシシ捕獲強化のため、捕獲報償費引上
イノシシ成獣＠1.4万円→2.1万円有害鳥獣対策事業有害鳥獣対策事業 364364 万

円
万
円

中山間集落の営農担い手へ補助金中山間農業集落支援事業中山間農業集落支援事業 487487 万
円
万
円

新採用職員　被服・防火服常備消防事務諸経費常備消防事務諸経費 174174 万
円
万
円

道路改良工事：大畑松岡線、京善原目線　　　雪寒道路整備工事：国道364号、大畑松岡線
消雪リフレッシュ工事：永平寺町管内一円　　雪寒地域道路工事：国道416号、北野松岡線、大畑松岡線

県営道路整備事業町負担金県営道路整備事業町負担金 万
円
万
円4,184

▲2,190▲2,190

4,184

反
対
討
論
　
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
条
例
中
〝
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
改

定
〞
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度
が
公

務
員
を
二
重
に
区
別
す
る
制
度
と
差
別
を

持
ち
込
む
こ
と
。
さ
ら
に
年
間
雇
用
で
保

育
士
や
看
護
師
等
の
専
門
的
技
術
を
持
っ

た
人
々
を
採
用
し
た
い
と
す
る
の
は
問
題

だ
。
専
門
性
に
対
す
る
敬
意
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
滝
波
登
喜
男

　
今
回
の
改
正
は
、
非
常
勤
職
員
の

給
与
等
の
環
境
改
善
と
な
る
こ
と

で
、
何
ら
反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

反
対
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
原
則
職
員
の
給
与
改
定
で
あ
り
反

対
す
る
も
の
で
な
い
が
、
保
育
士
、

給
食
調
理
師
な
ど
の
非
正
規
職
員
の

給
与
で
同
じ
内
容
の
仕
事
を
し
な
が

ら
、
非
正
規
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
と
の
こ
と
で
低
い
賃
金
体
形
と

す
る
条
項
で
あ
る
。
資
格
を
持
つ
専

門
職
員
と
し
て
ま
た
、
政
府
の
言
う

同
一
労
働
、
同
一
賃
金
の
方
針
に
も

反
す
る
た
め
反
対
の
立
場
を
と
る
。

反
対
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
任
期
は
１
年
契
約
、
給
与
体
形
も

低
い
設
定
で
あ
る
。
同
じ
仕
事
を
し

な
が
ら
（
保
育
士
、
調
理
師
専
門
職

な
ど
）
低
い
賃
金
体
形
の
新
た
な
職

種
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ

職
場
で
同
じ
職
権
で
あ
り
な
が
ら
、

区
別
さ
れ
た
新
た
な
階
層
を
設
け
、

恒
久
化
す
る
条
例
で
あ
る
。
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
理
念
か
ら
も
反
す
る

た
め
反
対
の
立
場
を
と
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
伊
藤
　
博
夫

　
こ
れ
ま
で
は
、
非
正
規
公
務
員
の

任
用
根
拠
が
暖
昧
で
あ
り
、
今
回
の

法
律
で
非
正
規
公
務
員
の
任
用
を
明

確
に
し
た
、
非
正
規
公
務
員
の
任
用

期
間
も
一
年
と
し
（
次
年
度
の
再
任

用
は
可
能
）
こ
れ
ら
法
律
の
一
部
改

正
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
松
川
　
正
樹

　
提
言
さ
れ
た
４
つ
の
項
目
熟
読
、

熟
考
し
た
。
４
点
と
も
極
め
て
当
た

り
前
の
真
っ
当
な
要
求
。
せ
め
て
訓

練
ル
ー
ト
や
訓
練
時
期
の
事
前
情
報

を
教
え
て
欲
し
い
。
騒
音
測
定
器
を

増
や
し
て
欲
し
い
。
沖
縄
県
民
の
切

実
な
願
い
。
我
々
町
民
も
寄
り
添
い

た
い
。
１
９
６
０
年
に
日
米
地
位
協

定
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
一
度
も
見
直

さ
れ
て
い
な
い
。
ペ
リ
ー
来
航
か
ら

の
不
平
等
条
約
が
続
い
て
い
る
。

反
対
討
論
　
　
　
酒
井
　
秀
和

　
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
異
論
は

な
い
が
、
国
は
米
軍
基
地
の
問
題
に

つ
い
て
改
善
に
向
け
た
行
動
を
慎
重

に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町

村
の
権
限
、
議
会
の
権
限
に
属
す
る

案
件
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら

本
請
願
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
上
田
　
　
誠

　
こ
の
請
願
は
全
国
知
事
会
で
全
会

一
致
で
採
択
し
た
も
の
で
あ
り
、
日

米
安
全
保
障
体
制
は
重
要
だ
が
、
日

米
地
位
協
定
で
の
国
内
法
の
原
則
適

用
や
事
件
・
事
故
時
の
立
入
権
の
保

障
、
航
空
機
騒
音
規
制
や
訓
練
ル
ー

ト
等
の
事
前
提
供
の
要
求
な
ど
、
住

民
の
不
安
・
安
全
の
配
慮
を
要
求
す

る
も
の
。
全
国
知
事
会
は
基
地
所
在

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
の

共
通
理
解
を
目
的
と
し
て
い
る
。
国

民
共
通
の
目
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
賛

成
。

反
対
討
論
　
　
　
川
崎
　
直
文

　
全
国
知
事
会
の
「
米
軍
基
地
負
担

に
関
す
る
提
言
」
の
基
地
負
担
の
軽

減
、
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
は
国

が
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
あ
え

て
全
国
知
事
会
と
同
一
の
意
見
書
の

提
出
は
必
要
な
い
。

　
町
議
会
と
し
て
は
「
米
軍
基
地
負

担
に
関
す
る
提
言
」
を
踏
ま
え
て
の

基
地
負
担
の
軽
減
を
今
後
も
継
続
し

て
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

賛
成
討
論
　
　
　
金
元
　
直
栄

　
日
米
の
関
係
は
「
日
米
地
位
協

定
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
軍
人

等
に
よ
る
事
件
・
事
故
が
あ
っ
て

も
、
日
本
の
主
権
は
お
よ
ば
な
い
。

他
国
で
は
、
米
軍
も
そ
の
国
の
法
に

従
う
協
定
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の

主
権
が
お
よ
ぶ
よ
う
に
す
べ
き
だ
と

し
て
い
る
。
す
ご
く
当
た
り
前
の
こ

の
内
容
、
ぜ
ひ
議
会
で
認
め
、
意
見

書
を
国
に
提
出
す
べ
き
で
賛
成
討
論

と
す
る
。

反
対
討
論
　
　
　
酒
井
　
和
美

　
請
願
者
は
安
保
破
棄
福
井
県
実
行

委
員
会
で
あ
り
、
全
国
知
事
会
で
は

な
い
。
知
事
会
は
提
言
後
、
適
切
な

要
請
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
当

請
願
が
審
議
さ
れ
た
一
昨
年
前
と
現

時
点
で
は
国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
す
ぎ
て
い
る
。
戦
後
日
本
の
国
家

主
権
の
地
位
向
上
が
あ
っ
た
の
は
日

本
文
化
を
高
く
評
価
し
た
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
元
駐
日
大
使
の
存
在
が
あ
っ
た

た
め
。
日
米
地
位
協
定
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
文
化
事
業
の

充
実
と
考
え
る
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
６１
号

議
案
第
６１
号

全
国
知
事
会
の「
米
軍
基
地
負
担
に

関
す
る
提
言
」の
実
行
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

全
国
知
事
会
の「
米
軍
基
地
負
担
に

関
す
る
提
言
」の
実
行
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

請
願
第
１
号

請
願
第
１
号

←

←
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常 任 委 員 会 報 告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
中
村
勘
太
郎

　
12
月
13
日
に
開
催
し
、
次
の
内
容
を
慎
重
に
審

議
し
た
。

１
．
本
定
例
会
委
員
会
付
託
議
案
（
１
件
）

請
願
第
１
号
　
全
国
知
事
会
「
米
軍
基
地
負
担
に

関
す
る
提
言
」
の
実
行
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
請
願
に
つ
い
て

【
意
見
書
趣
旨
】

　
全
国
知
事
会
は
、
基
地
等
の
所
在
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
広
く
理
解
し
、
都
道
府
県
の
共
通
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
飛
行
訓
練
の
速
や
か

な
情
報
提
供
」
「
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見

直
し
」
な
ど
４
項
目
の
「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す

る
提
言
」
を
国
に
提
出
し
て
い
る
中
、
福
井
県
か

ら
も
国
お
よ
び
関
係
機
関
に
提
言
の
実
行
を
求
め

て
い
く
こ
と
が
趣
旨
と
な
っ
て
い
る
。

【
主
な
意
見
】

日
米
地
位
協
定
は
締
結
以
来
一
度
も
改
訂
さ
れ
て

い
な
い
現
状
だ
が
、
運
用
改
善
は
図
ら
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
「
全
国
知
事
会
米
軍
基
地
負
担
に
関

す
る
提
言
」
の
改
善
要
望
に
あ
る
４
項
目
は
大
切

だ
が
、
国
及
び
関
係
機
関
が
改
善
に
向
け
て
進
め

て
い
る
現
状
か
ら
、
町
議
会
と
し
て
は
見
守
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

【
採
択
の
結
果
】

　
反
対
多
数
で
不
採
択

２
．
事
務
事
業
評
価
の
ま
と
め

　
自
動
走
行
推
進
事
業
、
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
、

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
事
業
各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状

況
を
報
告
後
、
今
後
行
政
が
効
果
的
な
事
務
事
業

を
行
う
た
め
の
提
言
を
ま
と
め
た
。

３
．
委
員
会
年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
年
間
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
「
議
会
と
防
災
対
応
」

に
つ
い
て
永
平
寺
町
議
会
災
害
対
策
支
援
本
部
設

置
要
綱
、
永
平
寺
町
議
会
対
策
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
を
定
め
た
。

　
町
議
会
は
町
民
を
代
表
す
る
議
事
・
議
決
機
関

と
し
て
、
常
に
町
民
の
負
託
に
応
え
、
そ
の
機
能

を
存
分
に
発
揮
す
る
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
町

内
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
被
災
町
民
の
救
援
や
災
害
復
旧
の
た
め
に
町

と
連
携
し
、
非
常
時
に
即
応
し
た
機
能
を
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
災

害
発
生
時
に
町
の
災
害
対
応
を
側
面
支
援
・
協
力

し
な
が
ら
町
議
会
お
よ
び
議
員
が
ど
の
よ
う
に
対

応
す
べ
き
か
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
迅
速
か
つ
適

切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
。

４
．
視
察
研
修
に
つ
い
て

　
年
間
テ
ー
マ
で
あ
る
「
弱
体
化
す
る
商
店
街
の

活
性
化
」
お
よ
び
事
務
事
業
評
価
の
「
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
南
青
山
２
９
１
と
、

ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
へ
赴
き
、
県
外
で
の
広
報
活

動
や
取
り
組
み
を
確
認
し
、
課
題
と
対
策
を
検
証

す
る
。

　
12
月
13
日
全
員
出
席
で
開
催
し
、
次
の
内
容
で
意
見
交
換
し

た
。

■
事
務
事
業
評
価
の
ま
と
め

・
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
費

・
一
般
介
護
予
防
事
業

・
学
校
給
食
管
理
運
営
諸
経
費

　
各
事
務
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
よ
り
報
告
、

全
員
共
有
す
る
。
（
12
月
23
日
全
協
に
て
ま
と
め
報
告
提
言
） 

■
年
間
委
員
会
テ
ー
マ
研
究
の
ま
と
め

・
地
域
づ
く
り
・
公
民
館
活
動

・
健
康
・
元
気
づ
く
り
活
動
　

　
年
間
テ
ー
マ
の
研
究
に
つ
い
て
、
設
定
し
た
全
体
ま
と
め
を

１
月
20
日
全
協
ま
で
に
ま
と
め
報
告
す
る
。

■
視
察
研
修
に
つ
い
て

・
当
初
委
員
会
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
視
察
を
検
討

　
し
た
が
、
視
察
内
容
の
候
補
地
が
離
れ
て
い
る
た
め
、
２
グ

　
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

・
候
補
地
　
一
般
廃
棄
物
・
ゴ
ミ
関
係…

京
都
、
滋
賀
方
面

　
　
　
　
　
教
育
関
係…

島
根
県
方
面

・
日
　
程
　
１
月
20
日
〜
下
旬
を
予
定

■
そ
の
他

・
次
回
委
員
会
開
催
日
　
　
１
月
15
日
（
水
）

・
次
回
開
催
日
ま
で
に
年
間
テ
ー
マ
　
グ
ル
ー
プ
毎
の
打
ち
合

せ
委
員
会
を
設
定
す
る
。
（
事
務
局
に
日
程
報
告
） 

事
務
事
業
評
価
の
総
括
実
施

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
上
田
　
　
誠

議
会
災
害
対
応
事
業
継
続
計
画
策
定

委員長　滝波登喜男議会改革特別委員会報告議会改革特別委員会報告
　当委員会は、11月29日開催した。

　１．議員報酬　　　　10月23日から町内９か所で行われた、議会と語ろう会での町民からの意見に
　　　　　　　　　　　ついて協議した。町民からは、なり手不足の解消のための意見がたくさん出
　　　　　　　　　　　され、今後の議会改革の参考となった。

　２．議会の電子化　　行政が来年度からタブレットを導入することから、運用規程の検討および議
　　　　　　　　　　　員用タブレット４台導入について。

　３．本議会主義　　　９月議会の反省点と解決策を協議、一般質問や決算審査の基本について再度
　　　　　　　　　　　確認することとした。

平成30年度決算認定に係る提言平成30年度決算認定に係る提言

１． 指定管理制度を活用する事業については、事業所の決算書に基づき、決
　　　算認定に関する内容を説明すること。

２． 事業の効果については、KPI（重要業績評価指標）に対する実績値をと
　　　らえ、事務事業の成果を示すこと。

３． 事業の成果については、PDCAサイクルのC（検証）、A（改善）を明
　　　確に提示すること。

４． I o T推進事業は、より具体的に実用化を推進すること。

５． 将来を見据え、「まちづくり会社」の取組み、事業を明確にし進めること。

６． 空き家バンクの登録を推進して、住まいる定住応援事業の充実・強化を
　　　図ること。

７． 観光事業については、予算執行だけでなく、費用対効果を十分考慮する
　　　こと。

　10月２日の現地視察（予算執行状況確認）からはじまり、10月30日の採決までの29日間で本会議決
算審議は終了した。議会では決算審議結果を、抽出し検討を重ねて新年度予算に反映すべく「決算認定
に係る提言」として提出した。

「平成30年度決算審議」指摘事項を踏まえて認定へ

新年度予算（令和２年度）に反映を新年度予算（令和２年度）に反映を！！

（注）KPI（重要業績評価指標　Key  Performance  Indicator）
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一般質問

10

長岡千惠子議員

問 お館の椿の将来は

答 後世に残るよう保護

◆
里
親
制
度
の
取
り
組
み

　

は
問　
国
は
里
親
制
度
の
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
の
対
応
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

里
親

制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
第
一
。
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
媒

体
を
活
用
し
て
周
知
す

る
。
県
も
出
前
講
座
等
を

実
施
し
て
い
る
の
で
、
町

は
そ
の
支
援
も
し
て
い

く
。

問　
松
岡
藩
の
史
跡
で
あ

る
お
館
の
椿
の
現
状
と
そ

の
対
処
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　

古
い
椿

の
木
の
現
状
は
、
地
面
近

く
で
幹
が
分
か
れ
て
い

て
、
片
方
は
既
に
枯
れ
て

い
る
。
枯
れ
て
い
な
い
ほ

う
の
幹
も
地
面
か
ら
１

８
０
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の

高
さ
に
枝
葉
が
あ
る
も

の
の
、
そ
れ
以
上
は
枯
れ

て
い
る
。
椿
の
管
理
は
、

例
年
、
専
門
家
と
相
談
し

な
が
ら
、
施
肥
、
薬
剤
散

布
、
活
力
剤
注
入
を
年
間

を
通
し
て
実
施
。
今
年
度

は
、
枯
れ
が
進
行
し
て
い

る
た
め
、
枯
れ
て
い
る
部

分
を
切
除
し
て
木
の
負
担

を
減
ら
し
て
い
く
。
二
、

三
年
は
通
常
管
理
を
行
い

な
が
ら
、
そ
の
後
、
土
壌

改
良
な
ど
の
保
護
策
を
検

討
。
も
う
一
本
の
樹
勢
の

強
い
木
は
、
木
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
切
り
戻

し
剪
定
す
る
。
町
指
定
の

天
然
記
念
物
で
あ
り
、
町

指
定
文
化
財
と
し
て
貴
重

な
も
の
。
後
世
に
残
る
よ

う
保
護
し
て
い
く
。

提
案　

現
状
の
場
所

は
、
松
平
昌
勝
公
が
お
手

植
え
に
な
っ
た
場
所
と
聞

く
の
で
、
そ
の
場
所
は
そ

の
ま
ま
に
し
て
、
椿
の
木

の
こ
と
を
考
え
る
と
も
っ

と
広
い
場
所
に
移
植
す
る

こ
と
も
木
を
後
世
に
残
す

た
め
の
一
案
と
考
え
る
。

お館の椿

12

13

長岡千惠子 … 11Ｐ

中村勘太郎 … 12Ｐ

酒井　秀和 … 12Ｐ

朝井征一郎 … 13Ｐ

松川　正樹 … １４Ｐ

酒井　和美 … １４Ｐ

齋藤　則男 … １5Ｐ

金元　直栄 … １6Ｐ

伊藤　博夫 … １6Ｐ

上田　　誠 … １7Ｐ

川崎　直文 … １8Ｐ

滝波登喜男 … １8Ｐ

奥野　正司 … １9Ｐ

保育園の再編・民営化について保育園の再編・民営化について
令和元年１１月２０日（水）　京都府大山崎町

　私鉄駅開業に伴う子育て世代の流入増から保育所入
所児童数がH28年にはH15年比50％以上の大幅増と
なる。定員100名の町立第2保育所は開設45年と老朽
化が進み、受入拡大は困難と判断。第2保育所を民営
化し定員170名の新たな施設建設を計画し着工。後
に、希望者には民間と公立の選択を可能とし、第2保
育所も4年間存続させることに。結果的に公立園は存
続させ、民間園（定170）＋1の純増（H31.４開所）
と、その他小規模保育施設＋2で待機児童を０に。

　園の施設整備費： 民営には国の補助金があり、町の建設費用負担は１/４（条件により１/12）
 と、大幅な軽減となる。
　園の運営経費： 民営には保護者負担の保育料を除く金額の３/４の国・府（県）負担金が入る
 ため、町の負担は公立園の１/４となる。
・施設の建設費負担と以後の運営経費の財源確保・財政負担を考えての民営化対応だが、現在の
一時的入所児童数増の後に続く、人口減少トレンドと町の自主財源減少を考慮すれば、当然の検
討と考える。

令和元年11月19日（火）　兵庫県養父市

　S59年JR島本駅の誕生時に、土地区画整理事業
があり住民に情報公開の関心が高まる。当時の町長
が住民参加の町政を進めるには、住民の知る権利の
保証は不可欠として「情報公開」と小学校区毎の
「住民委員会」立上げをセットで進めた。その後
「住民委員会」から、議員や町長が出ている。通年
会期制導入も、実務的なやりやすさを優先している
様で、年４回の定例会＋必要あれば臨時会のペース
で普通に運用されている。

令和元年11月20日（水）　大阪府島本町

とがやま温泉「天女の湯」についてとがやま温泉「天女の湯」について

情報公開制度・通年会期制について情報公開制度・通年会期制について

　官民連携手法による町おこしと公共施設の指定管
理者による管理運営体制の実状を視察。行政主導の
インフラ整備は限界があるということで、民間活力
を最大限に活かし、人が訪れる町、健康長寿の町づ
くりにPFI、CM等、官民連携手法を採用して町お
こしを図る。
　H28年度天女の湯入込数73.3千人。契約期間
H14/12～15年間、H30年経営主体交代。専門家
による検証委員会による課題検証により、経営管理
上の問題をチェックすることは本町も参考に。



一般質問一般質問

1213

問 空き家等での定住促進について

答 所有者と管理者等へ指導し
　　　　　　　補助制度の周知

朝井征一郎議員

酒 井  秀 和 議員

問

答

職員行動指針の明確化を

課題と情報共有の手段は出来ている

中村勘太郎議員

問

答

幼児園・幼稚園施設
　　　　　再編計画の報告は

望ましい幼保児教育を目指す

問　
幼
児
教
育
の
基
本
的

な
在
り
方
が
最
重
要
課
題

だ
。
幼
児
教
育
の
中
で
一

番
大
事
な
こ
と
は
、
多
く

の
同
い
年
の
子
ど
も
達
と

の
会
話
や
触
れ
合
い
。
子

育
て
に
優
し
い
本
町
の
町

づ
く
り
で
あ
っ
て
ほ
し
い

が
。

子
育
て
支
援
課
長　

子
ど

も
同
士
、
友
達
と
の
会

話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
大
事
。
互
い
に
学
び

合
う
主
体
性
や
、
協
調
性

が
育
ま
れ
、
再
編
に
当
た

っ
て
は
同
年
齢
の
集
団
の

中
で
学
び
合
う
環
境
整
備

を
重
視
し
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
望
ま
し
い
幼
児
教

育
・
保
育
教
育
を
目
指

す
。

問　
再
編
パ
タ
ー
ン
か
ら

問　
福
井
県
職
員
ク
レ
ド

（
一
人
ひ
と
り
の
行
動
指

針
）
が
本
年
９
月
に
発
行

さ
れ
た
。
こ
の
取
り
組
み

が
非
常
に
良
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
と
同
時
に

県
が
20
代
か
ら
30
代
の
若

手
職
員
10
名
で
検
討
チ
ー

ム
を
作
り
、
作
成
に
当
た

っ
た
と
い
う
点
が
若
手
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
繋
が
る
良
い
機
会
だ

っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
是

非
同
様
の
取
り
組
み
を
町

で
も
町
民
が
主
役
と
な
る

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に

行
っ
て
欲
し
い
。
日
頃
町

民
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

行
政
対
応
の
改
善
に
つ
な

げ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
職
員
の
行
動
指
針

明
確
化
を
図
る
た
め
「
福

井
県
職
員
ク
レ
ド
」
と
同

様
に
、
町
民
指
標
を
も
と

に
永
平
寺
町
版
ク
レ
ド
を

作
成
し
て
欲
し
い
が
ど
う

か
。

総
務
課
長　

現
在
、
町
で

は
職
員
行
動
指
針
は
な
い

が
仕
事
に
対
す
る
指
針
に

つ
い
て
は
毎
月
定
期
的

に
管
理
者
会
を
開
催
し
方

針
や
方
向
性
を
確
認
し
て

い
る
。
さ
ら
に
各
課
で
は

課
内
会
議
を
開
催
し
各
職

員
に
町
の
方
針
や
方
向
性

問　
倒
壊
な
ど
著
し
い
危

険
性
が
あ
る
空
き
家
が
増

え
て
お
り
、
特
別
措
置
法

が
施
行
さ
れ
、
所
有
者
に

対
し
て
撤
去
や
修
繕
を
勧

告
で
き
る
が
、
空
き
家
の

改
善
は
進
ん
で
い
な
い
。

い
ま
現
在
の
状
況
は
、
人

口
減
少
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
で
、
家
屋
や
農
地

が
管
理
で
き
ず
、
荒
れ
放

題
を
食
い
止
め
る
手
段
と

し
て
何
か
な
い
の
か
。
住

ん
で
い
な
い
家
屋
や
、
使

っ
て
い
な
い
農
地
を
再
利

用
で
き
る
制
度
は
な
い
の

か
。

総
務
課
長　

現
在
、
空
き

家
対
策
検
討
委
員
会
の
承

認
を
得
た
後
に
取
壊
し
を

確
認
し
、
補
助
金
を
交
付

し
て
、
空
き
家
の
改
善
に

努
め
て
い
る
。

　

今
年
度
の
空
き
家
の
調

査
で
、
空
き
家
が
２
８
８

件
、
廃
屋
が
39
件
、
計
３

２
７
件
。
今
後
も
関
係
課

と
調
整
し
な
が
ら
、
所
有

者
へ
の
適
正
な
管
理
、
指

導
を
し
て
い
く
。

建
設
課
長　

空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
登
録
を
促
し
、
登

録
物
件
を
増
や
す
こ
と
が

重
要
で
、
空
き
家
所
有

者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

空
き
家
の
再
利
用
に
関
す

る
制
度
と
し
て
、
子
育
て

世
帯
と
移
住
者
へ
の
住
ま

入
園
児
数
、
保
育
士
数
、

運
営
形
態
、
財
政
面
で
の

方
向
性
を
示
す
中
、
子
ど

も
達
の
平
等
な
教
育
の
在

り
方
を
最
重
要
視
さ
れ
た

上
で
、
必
要
保
育
士
の
ゆ

と
り
あ
る
定
数
の
確
保
、

お
よ
び
、
保
育
士
の
待

遇
等
々
に
よ
る
取
り
組
み

は
。

子
育
て
支
援
課
長　

施
設

再
編
に
お
い
て
は
、
ど
の

園
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う

な
教
育
・
保
育
環
境
に

近
づ
け
る
よ
う
全
て
の
園

児
が
平
等
な
幼
児
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
考
え

る
。
し
か
し
、
ど
の
園
で

も
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

の
保
育
環
境
を
実
施
し
た

い
が
、
園
に
よ
っ
て
は
、

園
児
の
減
少
で
集
団
活
動

的
な
行
事
が
で
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
園
も
あ
る
現

状
だ
。
ま
た
、
保
育
士
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
よ
り
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
よ
り
、
処
遇
改

善
が
図
ら
れ
、
子
ど
も
達

へ
の
教
育
・
保
育
の
原
点

か
ら
、
保
育
士
の
確
保
に

努
力
す
る
。

を
伝
達
し
て
い
る
。
職
員

行
動
指
針
は
様
々
な
所
属

課
か
ら
人
選
し
、
議
論
を

重
ね
る
こ
と
や
全
職
員
が

納
得
・
浸
透
さ
せ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
。
そ
の

点
、
本
町
で
は
管
理
者
会

な
ど
の
会
議
で
課
題
と
情

報
共
有
の
手
段
は
出
来
て

い
る
た
め
、
今
後
も
全
職

員
が
町
民
の
視
点
に
立
っ

て
自
分
の
事
と
し
て
物
事

を
捉
え
行
動
す
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

い
支
援
事
業
、
多
世
帯
同

居
、
近
居
住
ま
い
推
進
事

業
な
ど
が
あ
る
。

農
林
課
長　

高
齢
化
や
担

い
手
不
足
に
よ
っ
て
利
用

困
難
な
状
態
に
な
る
方
に

は
、
農
地
中
間
管
理
事
業

と
い
う
制
度
が
あ
る
。
農

地
の
権
利
を
移
動
し
て
、

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
つ
い
て
、

無
償
化
で
の
保
育
の
利

用
希
望
者
が
増
え
て
、

こ
の
先
待
機
児
童
が
増

え
る
が
。

答　

町
に
お
い
て
は
、

こ
の
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
で
入
園
者
が

増
え
る
こ
と
は
想
定
し

て
い
な
い
。

問　

無
償
化
を
機
に
保

育
の
質
の
低
下
は
な
い

の
か
。
人
材
育
成
の
質

も
大
切
だ
が
、
確
保
へ

の
支
援
が
必
要
で
、
保

育
士
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。

答　

無
償
化
で
保
育
の
質

は
低
下
し
て
い
な
い
。
町

の
保
育
士
は
し
っ
か
り
と

保
育
を
し
て
質
の
向
上
に

努
力
し
て
い
る
。
今
後
と

も
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

町内の空き家

良
好
な
農
地
を
守
る
と
い

う
制
度
。
ま
た
、
集
落
内

等
の
狭
小
農
地
は
「
農
地

つ
き
空
き
家
」
取
得
事
業

を
移
住
・
定
住
促
進
担
当

課
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
。

←

←

←

←

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

Ｊ
Ａ
永
平
寺
合
併

計
画
に
よ
る
町
の
支
援

は
。

問　

九
頭
竜
川
遊
漁
者

の
安
全
対
策
は
。

問　

町
立
図
書
館
利
用

者
の
十
分
な
駐
車
場
の

確
保
を
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

危
険
遊
具
の
今
後

は
。

答　

来
年
度
当
初
予
算

で
予
算
計
上
し
、
使
用

禁
止
14
基
中
、
８
基
の

撤
去
と
６
基
の
改
修
を

進
め
る
。

県の若手職員で作成した
「福井県職員クレド」

 井県職員　クレド

 
め
る

 効率化」って決める覚悟

  県民と自分のために、最小の時間で成果を最大にする。

  仕事の目的を考え、「やるべき仕事」の優先順位を決める。

  「やめる、減らす、変える」を実践し、チャレンジする時間を作る。

5

 創意工夫」って現状打破

  制約を理由にあきらめない。 「アイデアを拡げて絞る」を繰り返す。

 自分の領域 分野の外からも考えてみる。

  ありそうでなかった“新しい常識 ”を福井県から生み出す。

4

 協働」って仕掛けづくり
  相手の話をよく聴き、自分の意見と熱意を伝え、信頼関係を築く。

 意見が対立した時には、実施する目的を互いに確認する。

  相手と自分の強みを活かし、共に参加したくなる仕掛けを作る。

3

 挑戦」って毎日するもの
  自分の枠に捉われず、小さな挑戦を毎日続ける。

  批判だけで終わらない。共に解決策を考え、挑戦する仲間を応援する。

  挑戦による失敗から学ぶ。安心して挑戦できる職場を作る。

2

 現場」って本来の職場
  自分にとっての現場がどこか確認する。

  現場の状況、相手をよく観察する。課題を探す。

  現場を起点に、解決への切り口をより多く見つける。

1

　私たちは、徹底的に現場にこだわり、県民の声を聴く 県民主役の県政」を

常に意識し、次の５つのクレドに基づき責任を持って行動します。
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問 九頭竜川流域の
　河川災害対策は大丈夫か

答 浸水や冠水のおそれがある地域は
把握している

齋 藤  則 男 議員

学
校
教
育
課
長　

特
別
支

援
学
級
お
よ
び
通
級
指

導
。
外
部
機
関
や
保
護
者

も
含
め
教
育
相
談
を
行
っ

て
い
る
。

問　
イ
ヤ
フ
ォ
ン
や
セ
ー

ブ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
配
慮

の
面
で
は
。

学
校
教
育
課
長　

Ｈ
28
年

障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
合
理
的
配
慮
が
学
校

で
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
教
育
相
談
の
中

で
児
童
生
徒
ご
と
に
必
要

な
対
応
を
決
め
て
お
り
、

必
要
な
備
品
は
学
校
で
全

て
整
備
。

教
育
長　

Ｈ
30
年
特
別
支

援
教
育
の
免
許
所
有
者
を

増
員
。
今
後
も
一
人
で
も

多
く
配
置
で
き
る
よ
う
教

酒 井  和 美 議員

問

答

本町の未来を作る子育て支援とは

優先すべき支援を
　　　多角的にバランスよく行う

松 川  正 樹 議員

問

答

多すぎる宿題が不登校を生まないか

ここ3年、その事実はない

た
い
。

町
長　

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
、
両
方
合
わ
せ
て

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　
学
校
は
子
ど
も
の

た
め
に
良
か
れ
と
宿
題
を

出
す
。
子
ど
も
の
方
も
真

面
目
に
勉
め
よ
う
と
す
る

が
、
多
す
ぎ
た
り
難
し
す

ぎ
た
り
、
無
意
味
な
宿
題

も
あ
る
。
そ
の
時
ひ
ど
く

先
生
に
叱
責
さ
れ
た
り
、

執
拗
に
追
求
さ
れ
れ
ば
子

ど
も
は
傷
つ
き
、
落
ち
込

む
こ
と
も
あ
る
。
で
き
な

い
子
は
で
き
な
い
。
無
駄

な
時
間
と
体
力
の
消
耗
戦

だ
。
子
ど
も
達
の
言
い
分

に
も
耳
を
傾
け
た
ら
！
宿

題
が
重
荷
の
子
に
も
優
し

く
し
て
頂
き
た
い
。

教
育
長　

こ
こ
３
年
、
多

い
宿
題
が
不
登
校
の
原
因

と
い
う
事
実
は
な
い
。
学

校
は
各
教
科
の
宿
題
の

量
は
調
整
し
て
い
る
。
個

問　
出
生
率
が
低
下
す
る

本
町
で
は
Ｈ
29
年
度
に
は

出
生
数
１
０
７
人
、
出
生

率
5.6
％
。
子
宮
頸
が
ん
検

診
に
つ
い
て
、
近
年
Ｈ
Ｐ

Ｖ
併
用
検
査
に
よ
り
前
が

ん
病
変
時
点
で
の
発
見
が

可
能
に
な
り
子
宮
の
温
存

に
役
立
つ
と
聞
く
。

福
祉
保
健
課
長　

課
題

を
、
県
・
健
康
管
理
協

会
・
医
師
会
と
相
談
し
て

体
制
整
備
に
努
め
た
い
。

問　
生
き
づ
ら
い
子
ど
も

達
へ
の
取
り
組
み
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
育

士
の
加
配
。
保
育
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
大
学
の
先
生
が

園
を
巡
回
。
保
育
士
支

援
、
保
護
者
面
談
。
保
健

師
や
県
支
援
学
校
と
も
連

携
。

人
差
が
一
番
の
問
題
な
の

で
、
放
課
後
個
別
指
導
も

し
て
い
る
。

◆
給
食
調
理
師
募
集
が
不

　

調
だ
っ
た
が

問　
し
ば
ら
く
の
間
に

３
人
の
調
理
師
が
辞
め

て
募
集
を
急
い
だ
が
、
応

募
は
全
く
な
か
っ
た
。
や

む
を
得
ず
派
遣
会
社
に
求

め
た
。
な
ぜ
こ
う
な
る
の

か
。
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て

い
な
い
。
日
頃
リ
ス
ペ
ク

ト
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
意
思
疎
通
を
図
ら
な

い
と
。

学
校
教
育
課
長　

仕
事
が

き
つ
い
学
校
で
は
増
員
し

て
い
る
。
来
年
度
か
ら
の

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
よ
り
時
給
も
上
が
る
。

全
員
と
の
個
別
面
談
も
し

た
。

問　
九
頭
竜
川
流
域
に

お
け
る
洪
水
等
に
よ
る
氾

濫
や
浸
水
、
冠
水
の
恐
れ

が
あ
る
地
域
の
予
測
、
堤

防
の
決
壊
の
危
険
が
予
測

さ
れ
る
箇
所
等
は
あ
る
の

か
。

建
設
課
長　

国
や
県
に
お

き
ま
し
て
、
大
雨
に
よ
り

河
川
が
氾
濫
し
、
堤
防
が

決
壊
し
た
と
き
の
浸
水

の
範
囲
や
深
さ
を
示
し
た

浸
水
想
定
区
域
を
作
成
し

て
い
る
。
本
町
で
は
、
水

防
法
の
改
正
を
踏

ま
え
、
来
年
度
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
各
戸
に

配
布
す
る
。

問　
町
と
し
て
、

国
や
県
に
対
し
、

九
頭
竜
川
流
域
の

危
険
と
思
わ
れ
る

箇
所
等
の
堤
防

や
、
護
岸
工
事
の

施
工
、
対
策
に
、

強
力
に
働
き
か
け

を
し
て
い
た
だ
き

育
支
援
員
23
人
と
も
面
談

中
。

問　
「
子
育
て
フ
ァ
イ

ル
」
町
の
取
り
決
め
は
。

学
校
教
育
課
長　

園
小
中

高
大
学
と
進
学
の
際
に

は
、
保
護
者
の
同
意
を
得

て
次
の
学
校
に
引
継
ぐ
。

卒
業
後
や
支
援
が
必
要
な

く
な
っ
た
と
き
に
は
、
保

護
者
に
返
却
し
家
庭
保
管

を
依
頼
。

問　
幼
児
園
幼
稚
園
再
編

計
画
に
つ
い
て
、
県
土
砂

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

自
動
走
行
車
成
功

へ
の
道
と
は
。

答　

観
光
客
の
利
用
が

多
い
と
見
込
む
。

問　

禅
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
び
っ
く
り
。
少
し

違
う
の
で
は
。

答　

禅
は
宗
教
で
は
な

く
文
化
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
。

問　

え
い
坊
館
の
原
点

は
松
岡
ル
ー
ツ
館
と
わ

か
っ
た
が
。

答　

３
万
人
以
上
が
利

用
し
て
い
る
が
、
変
え

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

特
別
警
戒
区
域
に
位
置
す

る
園
が
あ
る
が
安
全
面
の

検
討
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

安
全

は
最
も
大
事
。
計
画
策
定

に
考
慮
。

◆
地
区
要
望
事
業
は
地
元

　

と
連
絡
調
整
を
十
分
に

問　
地
区
の
要
望
事
業

は
、
区
長
、
ま
た
地
権
者

と
の
連
絡
調
整
等
を
十
分

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

完
成
検
査
や
、
引
き
渡
し

の
と
き
に
は
区
長
の
立
ち

会
い
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

建
設
課
長　

軽
微
で
修
繕

的
な
も
の
は
除
き
、
事
前

に
区
長
等
と
現
地
立
ち
会

い
の
も
と
、
工
事
内
容

を
説
明
し
、
施
工
し
て
い

る
。

　

完
成
検
査
時
の
区
長
等

の
立
ち
会
い
に
つ
い
て
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
は
立
ち
会
い
の
有
無
を

確
認
し
て
対
応
し
て
い
き

←

←

←

←

ら
れ
る
も
の
は
変
え
て

い
く
。

た
い
。

◆
限
界
集
落
へ
の
対
策
を

問　
地
区
の
自
治
組
織
や

地
域
の
集
落
が
壊
れ
て
し

ま
う
と
、
地
区
の
自
治
や

防
災
は
ど
う
な
る
か
。
廃

屋
や
荒
れ
た
農
地
や
宅
地

が
増
え
、
地
域
が
荒
れ
て

く
る
。

町
長　

真
剣
に
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

九頭竜川

土砂災害特別警戒区域に立つ
教育施設

多い教科書
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に
よ
り
在
籍
期
間
や
人
事

評
価
等
総
合
的
に
判
断
し

運
用
し
て
い
る
。

問　
他
県
に
お
い
て
大
災

害
時
に
非
正
規
職
員
を
使

用
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
が
。

総
務
課
長　

災
害
時
で
も

任
用
書
に
基
づ
き
業
務
を

継
続
的
に
続
行
す
る
た
め

に
勤
務
す
る
こ
と
と
な

る
。
但
し
、
災
害
復
旧
等

で
人
手
が
不
足
し
緊
急
的

な
場
合
は
臨
時
的
に
任
用

す
る
場
合
も
あ
る
。

問　
本
町
の
こ
れ
ま
で
の

非
正
規
職
員
の
現
状
は
。

総
務
課
長　

特
別
職
非
常

勤
職
員
は
、
議
会
議
員
、

農
業
委
員
会
の
委
員
、
選

挙
委
員
会
の
委
員
。
固
定

資
産
評
価
委
員
、
教
育
委

員
会
の
委
員
、
学
校
医
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
、
図
書
館
協
議
会
委

員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

等
の
職
が
該
当
す
る
。

問　
新
制
度
に
移
行
す
る

人
員
職
種
は
。

総
務
課
長　

会
計
年
度
任

問 園の統廃合地域の
　　　　若者・子どもが消滅

答 3月に計画案提示後住民説明する

上 田 　  誠 議員

伊 藤  博 夫 議員

問

答

町職員の人財育成等は

政策提案の実践的な研修

問 洪水対策と町のハザードマップ

答 町も国・県へ提案していく

金 元  直 栄 議員

ず
し
も
適
正
で
あ
る
と

か
、
今
す
ぐ
の
統
廃
合
は

望
ま
ず
、
老
朽
や
定
員
、

送
迎
の
課
題
で
改
善
の
要

望
。

子
育
て
支
援
課
長　

ア
ン

ケ
ー
ト
の
１
項
目
だ
け
で

な
く
、
保
育
の
あ
り
方
、

求
め
る
姿
、
望
ま
し
い
環

境
、
現
状
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
３
才
以
上
20
人
の

結
論
と
し
た
。

問　
幼
児
期
の
発
達
発

育
は
各
々
個
々
で
そ
の
差

は
大
き
く
、
画
一
的
な
集

団
の
中
、
切
磋
琢
磨
で
の

能
力
要
求
に
不
安
。
子
育

て
支
援
の
当
町
と
し
て
目

の
届
く
き
め
細
か
な
保
育

は
、
20
人
で
な
く
、
地
域

性
か
ら
10
人
で
あ
っ
て
も

問　
今
年
は
、
台
風
や

豪
雨
の
被
害
も
甚
大
だ
っ

た
。
特
に
堤
防
の
決
壊
と

河
川
氾は
ん
ら
ん濫
域
の
多
く
は
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示

さ
れ
た
通
り
だ
っ
た
。
マ

ッ
プ
が
作
ら
れ
て
10
年
が

経
つ
が
、
危
な
い
場
所
の

対
策
改
修
は
行
わ
れ
た
の

か
。
永
平
寺
川
も
ダ
ム
が

出
来
た
か
ら
安
全
と
い
う

こ
と
は
な
い
は
ず
だ
。

建
設
課
長　

ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
来
年
度
に
見
直
す

が
、
本
町
の
氾
濫
域
は
九

頭
竜
川
や
荒
川
が
中
心

で
、
国
、
県
管
理
河
川
と

な
る
。
町
も
積
極
的
に
提

案
・
要
望
を
し
て
い
き
た

い
。

◆
幼
児
・
幼
稚
園
の
統
廃

　

合
問
題

問　
園
の
適
正
規
模
に
つ

い
て
の
答
申
に
、
子
ど
も

達
に
は
切
磋
琢
磨
す
る
規

模
が
必
要
と
あ
り
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
３
つ
の
統
廃

合
案
が
示
さ
れ
た
。
ス
ト

レ
ス
を
与
え
る
規
模
の
園

が
必
要
と
い
う
の
が
第
１

の
問
題
。
第
２
は
、
周
辺

地
域
に
若
い
人
が
住
ま
な

く
な
る
方
向
へ
一
歩
進
め

る
こ
と
に
な
る
点
だ
。
町

長
は
こ
の
間
、
周
辺
地
域

振
興
の
方
向
性
を
示
さ
ず

取
り
組
ん
で
い
な
い
の
が

問
題
。

町
長　

私
の
考
え
が
ま
だ

な
い
中
で
は
、
保
育
の
あ

り
方
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

の
答
申
は
重
要
だ
。
手
順

を
踏
ん
で
私
の
考
え
を
示

し
た
い
。

副
町
長　

幼
児
園
が
な
く

な
っ
て
も
地
域
じ
ま
い
に

な
ら
な
い
地
域
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。

子
育
て
支
援
課
長　

子
ど

も
は
遊
び
の
中
で
学
べ
る

問　
人
材
育
成
に
は
階
層

別
、
職
員
別
な
ど
外
部
研

修
の
ほ
か
、
政
策
形
成
の

向
上
を
目
的
と
し
た
環
境

の
変
化
に
対
応
で
き
る
職

員
の
育
成
を
ど
の
様
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長　

自
治
研
修
所

や
全
国
市
町
村
国
際
文
化

研
修
所
等
を
活
用
し
、
政

策
提
案
の
実
践
的
な
手
法

を
修
得
し
て
い
る
。

問　
女
性
の
視
点
、
発
想

を
積
極
的
に
町
政
運
営
に

反
映
で
き
る
組
織
と
す
る

に
は
、
女
性
職
員
の
育
成

に
と
っ
て
出
産
、
育
児
等

に
よ
り
昇
格
等
が
遅
れ
た

場
合
、
昇
任
制
度
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

育
児
休
業
中

の
昇
級
・
昇
格
は
町
条
例

問　
幼
児
園
の
統
廃
合
３

パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
、
来

年
３
月
に
結
論
。
集
団
生

活
で
切
磋
琢
磨
し
自
立
、

協
調
、
創
造
を
学
ぶ
に
は

20
人
以
上
が
適
正
規
模
と

の
判
断
。
適
正
配
置
な
の

か
。

子
育
て
支
援
課
長　

再
編

検
討
委
員
会
で
計
６
回
、

現
状
、
園
児
数
、
ア
ン
ケ

ー
ト
等
を
重
ね
、
幼
児
教

育
の
あ
る
べ
き
姿
は
３
才

以
上
20
人
程
度
が
望
ま
し

よ
う
、
一
定
の
数
が
必
要

だ
。

◆
大
人
の
ひ
き
こ
も
り
へ

　

町
の
ス
タ
ン
ス
は

問　
大
人
の
ひ
き
こ
も
り

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

い
と
の
答
申
を
尊
重
し
再

編
を
策
定
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
■
選
ぶ
理
由
、
近
い

72
％
、
学
区
45
％
。
■
少

な
い
と
不
安
10
人
以
下
74

％
、
そ
れ
以
下
14
％
。
■

多
い
と
感
じ
る
60
人
以
上

55
％
、
40
～
10
人
20
％
。

■
再
編
は
６
％
、
今
は
す

べ
き
で
は
な
い
（
数
が
減

っ
た
時
検
討
41
％
施
設
の

老
朽
の
時
37
％
）
79
％
。

結
果
か
ら
は
、
20
人
が
必

用
に
移
行
す
る
職
種
は
29

で
、
２
３
６
名
を
予
定
。

主
に
一
般
行
政
事
務
補
助

員
、
保
育
士
、
児
童
ク
ラ

ブ
指
導
員
、
栄
養
士
、
公

民
館
主
事
、
用
務
員
、
調

理
員
等
。

問　
同
種
に
携
わ
る
「
会

計
年
度
任
用
職
員
」
で
、

フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
賃
金
等
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

一
週
間
の
勤

務
時
聞
が
常
勤
職
員
と
同

る
。
社
会
的
要
因
が
原
因

と
い
う
人
も
多
い
と
の
報

告
も
あ
る
。
町
と
し
て
調

査
が
必
要
だ
。

福
祉
保
健
課
長　

現
状
は

家
族
か
ら
や
、
ま
た
民
生

委
員
や
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
報
告
を
受
け
、
支

援
に
つ
な
げ
て
い
る
が
、

対
応
は
難
し
い
。
な
お
、

町
で
の
実
態
調
査
の
予
定

は
な
い
。

一
で
あ
る
も
の
を
フ
ル
タ

イ
ム
職
員
、
常
勤
よ
り
も

短
い
時
間
で
あ
る
も
の
を

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
と
す
る
。
賃
金

等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
た

給
料
表
が
基
本
と
な
る
。

良
い
の
で
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

集
団

で
の
学
び
の
環
境
は
、
画

一
的
と
思
わ
ず
、
安
全
第

一
の
現
況
で
答
申
を
重
視

し
、
論
議
が
必
要
。

問　
共
生
社
会
、
支
え
合

い
の
町
に
は
若
者
、
子
ど

も
が
住
む
地
域
が
必
要
。

地
域
の
核
が
な
く
な
る

と
、
そ
こ
に
住
む
必
要
ま

で
な
く
な
る
。

町
長　

最
終
の
決
定
で
は

な
く
住
民
に
説
明
し
、
声

を
聞
い
て
判
断
す
る
。

←

←

←

←

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

保
健
計
画
、
地
域

福
祉
計
画
に
つ
い
て
。

問　

介
護
予
防
交
付
金

に
つ
い
て
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問 九頭竜川河川敷の雑木林伐採

答 国交省今年度伐採着手

奥 野  正 司 議員

問 学校のあり方検討委員会の取り組み

答 教育上、望ましい環境を

滝波登喜男議員

問 若者が参画する
　　　　　まちづくり推進は

答

川 崎  直 文 議員

地域活動.各種事業への参加推進

問　

町
内
区
別

人
口
減
少
度
か
ら

診
る
エ
リ
ア
の
衰

退
段
階
…
減
少
中

95
％
、
増
加
中
５

％
。
進
む
人
口
減

少
と
地
価
低
落
を

防
ぐ
喫
緊
の
有
効

対
策
は
中
核
都
市

中
心
部
へ
の
安
全

な
高
速
交
通
体
系

整
備
。
即
ち
追
分

口
迄
整
備
さ
れ
た

勝
山
街
道
片
側
２

車
線
の
松
岡
迄
の
延
長
必

要
。

町
長　

町
の
特
性
・
立
地

条
件
に
合
わ
せ
た
施
策
を

検
討
し
て
行
く
。

◆
40
年
間
で
保
有
量
の
36

　

％
削
減　

問　
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
で
は
、
40
年
間
で
全

公
共
施
設
の
延
べ
床
面
積

の
36
％
削
減
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
実

行
す
る
に
は
、
40
％
以
上

を
占
め
る
学
校
や
幼
児
園

等
の
統
廃
合
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

副
町
長　

人
口
減
少
な
ど

の
社
会
情
勢
の
変
更
に
よ

り
、
今
あ
る
全
て
の
公
共

施
設
を
維
持
し
て
い
け
な

い
。
し
か
し
、
40
年
で
36

％
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
再
編
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
。

町
長　

行
政
は
、
血
も
涙

も
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
学

生
・
若
者
参
画
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
の
実
績
は
。

総
合
政
策
課
参
事　

ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

平
成
29
・
30
年
度
に
、
県

立
大
学
の
永
平
寺
町
学
の

成
果
発
表
と
し
て
開
催
。

学
生
以
外
の
若
者
の
参
加

が
少
な
い
。
意
見
交
換
の

場
な
ど
に
若
者
に
ど
の
よ

う
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
か
が
課
題
。

問　
令
和
２
年
度
か
ら
始

ま
る
次
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
で

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の

か
。

総
合
政
策
課
参
事　

福
井

大
学
や
県
立
大
学
と
の
連

携
と
同
時
に
、
次
の
担
い

手
で
あ
る
若
者
や
学
生
の

活
動
が
見
え
る
よ
う
な
機

会
を
さ
ら
に
ふ
や
す
。

　

関
係
課
と
も
連
携
し
、

地
区
や
町
の
取
り
組
み
に

問　
学
校
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
諮
問
を
す
る
の
か
。

学
校
再
編
へ
の
町
の
考
え

方
は
。
地
域
住
民
の
声
を

聞
く
た
め
の
方
法
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

学
校
教
育
課
長　

変
化
す

る
社
会
情
勢
の
中
、
児
童

生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い

教
育
環
境
の
あ
り
方
を

議
論
す
る
。
統
廃
合
を
前

提
と
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で

も
教
育
上
の
望
ま
し
い
環

境
。
町
民
に
対
し
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

対
象
は
、
全
児
童
生
徒
と

そ
の
保
護
者
、
高
校
生
、

一
般
住
民
等
、
５
０
０
０

人
ぐ
ら
い
行
い
、
住
民
の

声
を
聞
く
。

問　
渡
新
田
付
近
の
九

頭
竜
川
河
川
敷
の
雑
木

林
は
、
台
風
時
に
水
を
堰

き
止
め
堤
防
越
水
の
原
因

に
。
早
急
に
国
交
省
へ
伐

採
要
請
を
。
御
陵
地
区
最

西
部
は
過
去
に
も
内
水
氾

濫
有
、
排
水
対
策
は
。

建
設
課
長　

今
年
度
伐
採

着
手
を
国
交
省
確
認
。
内

水
面
氾
濫
対
策
は
災
害
時

応
援
協
定
に
よ
り
、
配
水

ポ
ン
プ
車
等
機
材
を
借
用

し
対
応
。

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
若
者

が
興
味
を
抱
き
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

生
涯
学
習
課
長　

来
年
度

か
ら
新
た
な
事
業
と
し
て

青
年
層
を
対
象
と
し
た
講

い
。
心
か
ら
地
元
住
民
の

こ
と
を
考
え
、
再
編
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

◆
令
和
２
年
度
の
予
算
編

　

成
は

問　
来
年
度
の
予
算
は
、

１
、
将
来
の
厳
し
い
財
政

へ
の
配
慮
。
２
、
細
か
い

部
分
の
工
事
を
。
３
、
災

害
へ
の
備
え
。
４
、
限
ら

れ
た
人
数
で
効
果
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
。
４
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ
た
が
、

具
体
的
に
は
。

財
政
課
長　

上
志
比
山
王

地
区
で
の
宅
地
造
成
や
危

険
個
所
の
計
画
的
な
予
防

や
保
全
を
図
る
こ
と
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

←

←

←

←

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

体
育
・
生
涯
学
習

施
設
の
指
定
管
理
は
。

答　

自
主
運
営
が
で
き
る

団
体
へ
の
管
理
委
託
を
含

め
、
本
町
の
施
設
に
ふ
さ

わ
し
い
方
法
に
つ
い
て
慎

重
に
検
討
す
る
。

　

「
公
共
施
設
再
編
の
方

向
性
」
の
２
次
計
画
で
、

改
め
て
方
針
を
定
め
、
引

き
続
き
検
討
す
る
。

まちづくりフォーラム
昨年１月に「えい坊館」にて県立大学の永平寺
町学の受講生が4つのグループで、授業での学
びと自分たちが考える町の活性化策について
発表。

座
を
考
え
て
い
る
。
講
座

へ
の
参
加
を
通
じ
て
地
域

活
動
や
各
種
事
業
へ
の
参

加
を
推
進
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

就
労
支
援
事
業
所

発
注
状
況
は
。

答　

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
品
の
今

年
度
発
注
目
標
１
５
０
万

円
、
現
状
58
万
円
。
通
年

で
目
標
達
成
見
込
。

問　

Ｈ
30
年
金
額
比
で

は
県
下
８
町
の
内
６

位
、
町
民
一
人
当
り
８

町
の
内
最
低
の
62
円
。

挑
戦
目
標
設
定
を
。
障

が
い
者
雇
用
促
進
状
況

は
。

答　

障
が
い
者
雇
用
促
進

法
に
対
し
10
月
一
人
任
用

増
で
不
足
解
消
。　

問　

５
名
で
不
足
解
消

と
い
う
が
、
障
が
い
者

雇
用
促
進
法
の
法
定
雇

用
率
2.5
％
達
成
に
は
６

名
必
要
。
数
値
合
わ
せ

で
な
い
法
定
雇
用
率
達

成
を
。

問　

町
民
を
運
ぶ
バ
ス

…
翠
荘
発
着
の
御
陵
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
５
便
、
６
便
は
松

中
の
終
業
や
部
活
終
了

時
間
に
対
し
５
分
前
や

５
分
後
に
発
車
。
松
岡

中
か
ら
の
移
動
時
間
あ

り
、
結
果
的
に
乗
車
で

き
な
い
ダ
イ
ヤ
。

答　

前
回
見
直
し
時
に
小

中
学
の
時
間
を
聞
き
ダ
イ

ヤ
編
成
。
学
校
と
の
連
携

を
確
認
し
対
応
す
る
。

渡新田付近の河川敷雑木林

取り壊し中の上志比支所
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町内９会場で開催し、
３日間で延べ101人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

令和元年10月23日24日25日 実施

《子どもの通園・通学路の安全を考える》
町立診療所の交差点に隅切りができたがス
ペースが狭く、集団登校の信号待ち中に、子
ども同士が押し合いして縁石で転倒したり、
田んぼに落下しないか。縁石の上にフェンス
を張るなど、転落防止対策をお願いする。
また、歩車道境には赤いラバンが立っている
が、子ども達を車から守るためには鉄製の物
が必要。【渡新田生活改善センター】

行政　隅切り工事の施工に関しては、福井警察署
や御陵小学校と協議した上で整備を行った
が、転落防止柵の設置及び鉄製ポールへの交
換については、交通安全の面から、実施する
方向で検討する。

中学生の通学路は旧道の上の道。茂みで暗い
笹山当りは熊が危ない。山側の木を伐採した
らどうか。志比北地区連絡協議会でも下草刈
をやっているが。　　　【谷ふれあい会館】

行政　山側の木については、年２回の法面除草や
道路照明の増設を行ってきたが、成長した立
木が道路照明灯を遮ったり、視界不良など通
行の支障になっている。所有者と協議の上、
伐採させて頂くことを検討している。
　また山林所有者の方には、山林整備支援の
町単独の造林事業補助金がある。支障木の伐
採に係る町単独補助事業を現在検討中。

町道藤巻大月線歩道整備の早期完成をお願い
したい。　　　　　　【大月集落センター】

行政　歩道新設は三角花壇区間は整備済。令和２
年度に大月地係の歩道整備を行い事業完了予
定。

保育園の駐車場がなさすぎる。再編時に駐車
場の拡張を。見守り隊の空白地帯が出てきて
いる。費用弁償など見守り隊の支援制度を
作って欲しい。　　【松岡ふるさと学習館】

行政　駐車場の必要性については、再編の課題と
して検討している。見守りについては、見守
り隊以外にも、ＰＴＡのパトロールや、沿線
住民や事業者が日常の生活や活動の中で行う
「ながら見守り」など。活動支援について
は、これまでどおり善意による無償ボラン
ティアでお願いしたい。なお、見守り隊は、
事故に備えた保険に加入している。その他、
地区の防犯カメラ設置に対する補助制度や保
護者一斉メール・防災メールを活用した不審

者情報・害獣情報の提供などを行っている。

古市橋の両側に歩道が無い。相当遠回りして
商店に行く状態。車の交通量が多すぎるため
危ない。【法寺岡集落生活改善センター】

行政　古市橋の利用状況や交通状況を踏まえて、
実状に応じた歩道空間の確保のための効果的
な安全対策を行うよう管理者である県に要望
する。

子どもの通学ルート、歩道帯の除雪は早めに
お願いしたい。子どもたちは、車道の車が通
らない所を選んで歩いているが、冬期は道幅
が狭くなるうえ、車のスピードが速いので困
る。　　　　　　【中島生活改善センター】

行政　除雪作業は、午前２時より町内全域をパト
ロールし、出動する場合は午前３時に除雪委
託業者に出動連絡を行い、通勤通学時間まで
に作業を終えるよう指導している。また、各
区長との除雪意見交換会においては、通学路
優先や歩行空間の確保などの意見もある。降
雪、除排雪状況によっては除雪作業が遅れる
ことも考えられ、早めの出動を行うなど除雪
進捗が図れるよう努める。

意見

意見
大雪のとき松岡薬師3丁目は袋小路で行きよう
がない。融雪が欲しいと要望したが。
　　　　　　　【松岡薬師３丁目区民会館】

議会　行政から地区へ、融雪水の確保が困難なた
め融雪はできないと回答している。融雪の水
が確保できず機械除雪で対応している地区は
他にもあり、ご理解頂きたい。

防犯カメラは町で付けないのか。公共施設は
行政がつけるのか。町で１個か。
　　　　　　　　　　【湯谷集落センター】

議会　令和元年から、区民の同意をもって区が防
犯カメラを設置する場合は、1年に1ヶ所分10
万円（ほぼ設置初期費用がでる額。電気代等
維持コストは区負担）の補助がある。公共施
設は町がつける。地区で１個、2個目は次年度
の申請になる。

行政　現在、１ヶ所上限15万円に変更を検討中。
 
《信頼される議会を目指して～議会改革の歩み》

議員報酬が低すぎる。都会の企業の初任給ぐ
らい。議員の担い手不足が喫緊の課題。上げ
ればいいと思う。これでは生活ができない。
　　　　　　　　　【松岡ふるさと学習館】

議会　何年か前の議員定数削減時に、報酬の件も
伺った。定数削減したから報酬引上げかと難
色を示される方、引上げていいのでその分い
い仕事をして欲しいと言われる方、様々だっ
た。
バイトしながら議員活動し、奥様に肩身が狭
いと実感してきた議員もいる。年金を受給し
ており、周囲の町民の皆様の反応も踏まえ、
現状でいいと思う議員もいる。現状水準は特
に、家族を持つ若手議員には厳しい水準にあ

り、報酬改定が今後の議会の担い手不足解消
の一つの要件であることはいえる。

「行政・議会は車の両輪」が地方自治の原則
だが、議会はPR不足。議会の仕事の見える化
で若者が立候補するのでは。誰でも議員にな
れるという距離の近さが必要。議員の仕事が
皆分かっていないのは、仕事をしているから
議会中継が見られないためではないか。
　　　　　　　　　【諏訪間ふれあい会館】

議会　議会中継やFacebook、議会だより色々し
ているが壁があるような気がする。議会中継
も見ているという方が変わらないと感じる。
議会中継を今は生放送で行っているが、町民
が視聴しやすい時間帯にできるよう議会で検
討を行う。

《その他》
九頭竜川の河川敷や中州の樹木の伐採をしな
いと洪水の危険がある。今年の台風被害を踏
まえて、シュミレーション等の対策を取り、
公表して欲しい。また、幹線排水路対策はど
うなっているか。
　　　　　　　【渡新田生活改善センター】

行政　国交省に確認したところ、町内堤防の一部
区間に於いて計画断面を確保しない区間があ
るため、今後測量設計等を行い、事業実施個
所および時期を検討していくとの回答。渡新
田付近の雑木林は今年度伐採に入り、繰越し
て来年度にも計画伐採が続くと聞く。また、
御陵地区内排水路の内水氾濫対策としては、
国交省と締結した災害時応援申し合せによ
り、排水ポンプ車と災害対策用機械を借りて
対応することを考えている。

今まではバスでラッキーに買い物にすぐ行け
た。今はデイジーまで歩かないといけない。
バス路線の変更は出来ないか。また、ラッ
キー跡の見通しは。　【湯谷集落センター】

議会　ラッキー跡の見通しについては、ラッキー
の土地建物売却が完了し、新所有者（民間会
社）が利用方法を検討している。（現時点で
未定）

行政　吉野地区から店舗まで乗り継ぎの路線があ
る。役場で「マイ時刻表」が作れるので、ご
活用下さい。施設管理者やバス事業者等と協
議し、ダイヤ変更が可能か検討する。

要望

要望

要望

要望

要望

問

問

問

問

「子どもの通園・通学路の安全を考える」
「信頼される議会を目指して～議会改革の歩み～」

意見

※行政回答は議会が行政に確認した内容を記載しています。
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議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 令和元年９月30日～令和元年12月23日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

松
川
 
正
樹

上
田

誠

中
村
勘
太
郎

金
元

直
栄

滝
波
登
喜
男

齋
藤
　
則
男

奥
野

正
司

伊
藤
　
博
夫

長
岡
千
惠
子

川
崎
　
直
文

酒
井
　
和
美

酒
井
　
秀
和

朝
井
征
一
郎

江
守

　
勲

33.5 31 32 29 34.5 29 31 29 31 35 31 30 29 29

35 33 33 29 35 29 31 29 31 35 31 31 29 29

96% 94% 97% 100% 99% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 97% 100% 100%

No. 日付

1 9/30 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 10/1 議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ―

3 10/2 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 10/3 議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 傍

5 10/7 議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― 傍

6 10/8 総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ○

7 10/15 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 10/15 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 10/15 決算審査(第1審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 10/17 決算審査(第1審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 10/21 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 10/23 全員協議会 ○ ○ ✕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 10/23 教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

14 10/29 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 10/29 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 10/29 議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― ―

17 10/30 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 10/30 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 11/7 議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

20 11/8 総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ○

21 11/11 全員協議会 ○ ✕ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11/19～　
～11/20

23 11/22 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 11/26 教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

25 11/29 議会改革特別委員会 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 11/29 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 12/2 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 12/2 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 12/2 議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

30 12/9 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 12/10 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 12/11 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 12/12 本会議 ✕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 12/13 総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○ × ― ○

36 12/13 教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

37 12/18 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 12/18 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 12/23 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率

22 全体視察研修 ○ ✕

会　議　名 ○ … 出席　× …欠席　― … 員外  △ … 遅・早　研 … 研修　傍 … 傍聴　弔 … 弔事 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○

12
23

年
末
大
掃
除

12
10

町
村
議
会
議
員

永
年
表
彰

10
４

嶺
北
議
長
会

議
員
研
修
会

（
南
越
前
町
）
10

28

議
員
研
修
会

（
自
治
会
館
）

３月定例会３月定例会（予定） 生中継
傍聴にお越しください

○日程は、都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。役場本庁西側の階段を上がって、３階議場傍聴席にお越しください。
　　　　　　　　　　　　　　　　★事前申し込み不要　　★バリアフリー、エレベーター完備

１
５ 永平寺町消防出初式

2月25日 （火）10時～  ［本会議］
３月 ２日 （月）・ ３日 （火）９時～ ［一般質問］
３月 ４日 （水）・ ５日 （木）・ ６日（金）・ ９日（月）・10日（火）
 13日 （金）・ 16日（月）９時～ ［本会議・第１審議・第２審議］
３月18日 （水）10時～  ［本会議･第３審議・採決］
３月19日 （木）   【予備日】

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
2020年２月14日（金）～２月18日（火）地デジ121ch地デジ121ch

12月9日　一般質問④
　　　　　　　　（約１時間30分）
　齋藤　則男議員・金元　直栄議員

12月10日　一般質問①（約40分）
　金元　直栄議員・伊藤　博夫議員

12月10日　一般質問②
　　　　　　　　　　（約２時間）
　上田　誠議員・川崎　直文議員

12月10日　一般質問③
（約２時間20分）
　滝波登喜男議員・奥野　正司議員

12月12日　本会議
　　　　　　　　（約２時間40分）
　12月補正予算審議

12月18日　本会議
　　　　　　　　（約１時間12分）
　12月補正予算採決

10
11
12

21
22
23

２月14日（金）
12月2日  第4回定例会（約20分）
(開会・町長招集あいさつ）

12月8日　一般質問①
　　　　　　　　（約１時間12分）
　長岡千惠子議員・中村勘太郎議員

２月15日（土） ２月16日（日） ２月17日（月） ２月18日（火）時 時
10
11
12

21
22
23

〜〜

12月9日　一般質問②
　　　　　　　　（約１時間28分）
　酒井　秀和議員・朝井征一郎議員

12月9日　一般質問③
　　　　　　　　（約２時間10分）
　松川　正樹議員・酒井　和美議員

★　テレビ番組の構成上、番組表はあくまでも予定時間であり、開始時間の遅れが生じることがあります。　詳細につきましては、リモコンの番組表でご確認ください。(午前10時～12時頃、
　　午後10時～12時頃）　お手数をおかけして、誠に申し訳ございませんが、ご理解とご協力をお願いいたします。
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　滝
波
登
喜
男
・
長
岡
千
惠
子

　
　川
崎

　直
文
・
酒
井

　和
美

　
　酒
井

　秀
和

発
行
責
任
者

　議

　長

　
　江

　守

　
　
　勲

　
10
月
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
を
９

地
区
の
集
会
場
で
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
全
国
で
相
次
ぐ
通
学
途
上
で
の
事

件
・
事
故
で
、
子
ど
も
達
が
被
害
者

と
な
る
ケ
ー
ス
が
続
き
「
子
ど
も
の

安
全
を
考
え
る
〜
通
園
通
学
路
は
安

全
か
」
と
い
う
事
で
、
地
区
住
民
の

皆
様
が
感
じ
て
い
る
地
域
の
危
険
性

を
伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
昨
年
の
町
議
選
挙
も
そ

う
で
し
た
が
、
進
む
投
票
率
低
下
や

他
所
で
は
候
補
者
不
足
か
ら
無
投
票

当
選
と
な
る
事
例
も
相
次
ぎ
「
信
頼

さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
」
と
し

て
、
議
会
が
取
り
組
ん
だ
議
会
改
革

や
議
員
待
遇
現
状
も
お
示
し
し
、
皆

様
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
　

　
地
区
課
題
や
提
言
も
頂
き
ま
し
た

が
、
地
区
課
題
の
討
議
が
最
も
熱

く
、
地
区
を
見
ず
し
て
町
は
語
れ
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
奥
野
　
記
）

◆お互いが協力し合える関係づくり
　平成９年５月に結成した当団。現在は永平
寺町内の各小学校から集まった小学校２年生
から５年生の児童12人が週４回の練習に汗を
流している。普段の学校生活では培えないス
ポーツを通じた交流や指導者が心の成長を見
守ることでお互いが協力し合える関係づくり
を育んでいる。
◆目標は県大会出場
　永平寺町は奥越地区に所属しており、地区
大会上位２チームが県大会に進むことができ
る。新チームは５年生が１人だが、４年生が
４人、３年生が４人と将来有望。県大会出場
に向けて日々練習に励んでいる。
◆スポーツ大会で優秀賞
　これまでチームとしてなかなか「勝ち」に
恵まれなかったが、2019年９月の大会では
第３セットまでもつれる熱戦が続く。いつも
なら突き放されるところで、あきらめずボー

ルをつないだ結果、６年生の連続サービス
エースがチームに勢いを与え勝ち切ることが
できた。新キャプテンの竹沢さんは監督の教
えの一つ「声を出す」ことでボールに集中で
きたし、チームメイトが自主的に動くことが
できた、ボールをつなぐ意識が高まったのが
勝因だったと話している。
◆自主性を高めるために
　新チームになり、子ども達だけで目標を
「声を掛け合うこと」に決めた。自主的に声
を掛け合い、チームの士気を高められるよう
になってきたと監督や保護者の方々も温かく
見守っている。
◆随時、見学・体験受付中
　練習は週４回（水：松岡小・金：永平寺
中・土日：上志比中）実施。月１～２回の練
習試合や公式戦、合宿やお泊り会など楽しく
活動しています。永平寺町内すべての小学生
が対象。保護者・町内の方で指導いただける
方も募集中。　　　　　　　（酒井秀　記）

｢互いの協力関係を育む｣｢互いの協力関係を育む｣
チームの信念は、何事にも楽しく一所懸命に、声を出して。
時に厳しい練習メニューも子ども達は笑顔で取り組む。
ボールをつないだ先にある勝利を信じて。

チームの信念は、何事にも楽しく一所懸命に、声を出して。
時に厳しい練習メニューも子ども達は笑顔で取り組む。
ボールをつないだ先にある勝利を信じて。

永平寺BVスポーツ少年団永平寺BVスポーツ少年団


